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➢2010年黎明期からクラウドによるIT業界変革の活動をしています。

➢元：AWSJ エンタープライズエバンジェリスト、その前はISID

➢今：ユーザ企業、ITベンダ数社の非常勤顧問、アドバイザ

➢役割：クラウドの業界動向、セキュリティ、統制の講演、案件支援

関心事は、ITの民主化、組織変革、人材教育、最新動向



経歴
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➢ 1983年 筑波大学卒業、電通国際情報サービス(ISID)入社

GE＋電通の合弁、RCS(遠隔コンピュータ利用)、元祖クラウド！？

➢ 80年代：銀行、証券の国際間システム開発、Fortran言語

➢ 90年代：オープンシステム、WindowsNT、Java金融適用

✓ 日本興業銀行 国際CMS(WindowsNT、SSL128bit日本初)

✓ 東京三菱銀行 インターネットバンキング(Java日本初)

✓ 三和銀行 アイデントラス(世界大手銀行間B2B電子認証基盤)

✓ 東京三菱銀行 アカウントアグリゲーションサービス(今でいうFintech)

➢ 2000年代：ISID技術統括、OSS、CMMI、セキュリティ出荷判定

➢ 2010年頃から、クラウドに着目、以来、クラウドエバンジェリスト



➢ 2011年~ ISID がAWSパートナシップ認定、MS、Googleとも協業

➢ 2012年 FISC対応AWSセキュリティリファレンス策定コアメンバ

➢ 2013年 経産省クラウドセキュリティガイドライン活用ガイド策定メンバ

➢ 2015年6月 ISID定年退職、7月からAWSジャパン入社

エンタープライズエバンジェリストとして１年余り活動、講演、サポート

➢ 退職後も変わらずクラウド推進活動、業界団体、ユーザ会、個社向けの講演

➢ 半分は、勉強、セミナ、コミュニティ参加、資格取得など

➢ 半分は、いくつかのクラウド利用企業、開発パートナの顧問・アドバイザ

経歴
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クラウド利用推進のお手伝い、クラウドを使う側の変革に注力
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 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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売上40%+の伸び、16年は120億$(1.3兆円)、17年は2兆円見込

AWSの市場シェア 44%

6re:Invent 2017 基調講演より Copyright © Toshihide Atsumi



パブリッククラウド IaaS市場の45％、MS,Google,IBM3社計を上回る

実は、PaaS市場でも、他3社合計に並ぶ

IaaS/PaaS市場の動向

7Synergy Research Group: www.srgresearch.com

AWS=IaaSは
大きな見誤り

クラウドの価値は
システム開発生産性

さらに言えば
組織、ビジネス変革
より安全な仕組み
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IaaS
インフラ

PaaS
開発ミドル

SaaS
アプリケー

ション
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1017

AWSの機能拡張・改善のスピード

2017年は、1300を超える数

イノベーションが急加速

続々と新しい上位サービス
オンプレミスの代替から

クラウドならではの価値を提供
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1300以上



2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014

48 61
82

159

280

516

新機能の4分の1近くが、
セキュリティ、コンプライアンス、
統制、監査に関する機能

AWSの機能拡張・もう１つのポイント
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AWSクラウドはインフラ？



モバイルサービス
Mobile Analytics, Cognito, SNS

お客様のアプリケーション

コンテンツ配信
CloudFront

ネットワーク
VPC, Route 53, Direct Connect

認証とログ
IAM, Cloud Trail,

Cloud HSM,
Config

モニタリング
Cloud Watch,

Trusted Advisor

デプロイと自動化
Elastic Beanstalk,
Cloud Formation,

OpsWorks

管理インター
フェイス

Management
Console, CLI

ライブラリ & SDKs

Java, PHP, 
.NET, 

Python, Ruby

グローバルインフラ
リージョン、アベイラビリティゾーン、エッジロケーションAZRegion

コンピュート処理
EC2, Auto Scaling, Lambda

Elastic Load Balancing, 
EC2 Container Service

エンタープライズアプリケーション
WorkSpaces, WorkDocs, WorkMail

ストレージ
EBS, S3, Glacier, Storage 

Gateway

データベース
RDS, DynamoDB, 

Redshift, ElastiCache

分析
Elastic MapReduce, 

Kinesis, Data Pipeline

アプリケーションサービス
AppStream, Cloud Search, 

SWF, SQS, SES,

ディレクトリ
Directory
Service

コード管理
CodeDeploy,
CodeCommit,
CodePipeline

100以上のAWSサービス群

従来のインフラ

サーバー
ストレージ

ネットワーク
データセンター
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モバイルサービス
Mobile Analytics, Cognito, SNS

お客様のアプリケーション

コンテンツ配信
CloudFront

ネットワーク
VPC, Route 53, Direct Connect

認証とログ
IAM, Cloud Trail,

Cloud HSM,
Config

モニタリング
Cloud Watch,

Trusted Advisor

デプロイと自動化
Elastic Beanstalk,
Cloud Formation,

OpsWorks

管理インター
フェイス

Management
Console, CLI

ライブラリ & SDKs

Java, PHP, 
.NET, 

Python, Ruby

グローバルインフラ
リージョン、アベイラビリティゾーン、エッジロケーションAZRegion

コンピュート処理
EC2, Auto Scaling, Lambda

Elastic Load Balancing, 
EC2 Container Service

エンタープライズアプリケーション
WorkSpaces, WorkDocs, WorkMail

ストレージ
EBS, S3, Glacier, Storage 

Gateway

データベース
RDS, DynamoDB, 

Redshift, ElastiCache

データ分析
Quick Sight, Athena

Kinesis, Data Pipeline

アプリケーションサービス
AppStream, Cloud Search, 

SWF, SQS, SES,

ディレクトリ
Directory
Service

コード管理
CodeDeploy,
CodeCommit,
CodePipeline

100以上のAWSサービス群

RDB,NonSQL,DWH
DBマネージドサービス
バックアップ/リカバリ

自動化

アプリ開発支援
検索、メッセージ、

キューイング、
ストリーミング
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BigData BI 
SQLクエリ

ストリーム処理
データフロー



モバイルサービス
Mobile Analytics, Cognito, SNS

お客様のアプリケーション

コンテンツ配信
CloudFront

ネットワーク
VPC, Route 53, Direct Connect

認証とログ
IAM, Cloud Trail,

Cloud HSM,
Config

モニタリング
Cloud Watch,

Trusted Advisor

デプロイと自動化
Elastic Beanstalk,
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OpsWorks

管理インター
フェイス

Management
Console, CLI

ライブラリ & SDKs

Java, PHP, 
.NET, 

Python, Ruby

グローバルインフラ
リージョン、アベイラビリティゾーン、エッジロケーションAZRegion
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Elastic Load Balancing, 
EC2 Container Service

エンタープライズアプリケーション
WorkSpaces, WorkDocs, WorkMail

ストレージ
EBS, S3, Glacier, Storage 

Gateway

データベース
RDS, DynamoDB, 

Redshift, ElastiCache

分析
Elastic MapReduce, 

Kinesis, Data Pipeline

アプリケーションサービス
AppStream, Cloud Search, 

SWF, SQS, SES,

ディレクトリ
Directory
Service

コード管理
CodeDeploy,
CodeCommit,
CodePipeline

100以上のAWSサービス群

企業向け
アプリケーション
仮想デスクトップ

ファイル共有

モバイル開発
俊敏化

認証認可
テスト
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モバイルサービス
Mobile Analytics, Cognito, SNS

お客様のアプリケーション

コンテンツ配信
CloudFront

ネットワーク
VPC, Route 53, Direct Connect

認証とログ
IAM, Cloud Trail,

Cloud HSM,
Config

モニタリング
Cloud Watch,

Trusted Advisor

デプロイと自動化
Elastic Beanstalk,
Cloud Formation,

OpsWorks

管理インター
フェイス

Management
Console, CLI

ライブラリ & SDKs

Java, PHP, 
.NET, 
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グローバルインフラ
リージョン、アベイラビリティゾーン、エッジロケーションAZRegion

コンピュート処理
EC2, Auto Scaling, Lambda

Elastic Load Balancing, 
EC2 Container Service

エンタープライズアプリケーション
WorkSpaces, WorkDocs, WorkMail

ストレージ
EBS, S3, Glacier, Storage 

Gateway

データベース
RDS, DynamoDB, 

Redshift, ElastiCache

分析
Elastic MapReduce, 

Kinesis, Data Pipeline

アプリケーションサービス
AppStream, Cloud Search, 

SWF, SQS, SES,

ディレクトリ
Directory
Service

コード管理
CodeDeploy,
CodeCommit,
CodePipeline

100以上のAWSサービス群

APIの充実
ライブラリ/SDK
管理コンソール

コマンドIF

コード管理
リポジトリ

ビルド,テスト
配備自動化
DevOps
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統一的権限管理
全てのロギング

構成管理
暗号化、鍵管理
ディレクトリ

リソース監視
ログ監視

構成変更監視
設定評価

アドバイス



AWSサミットで語られたこと

➢ 既存システム載替でコスト削減、＋イノベーションの基盤(MUFG)
➢ とにかく使ってみる、開発のスタイルを変えられる（NTTドコモ）
➢ 従来メディアは生き残りをかけてクラウドで先鋭化する（日経新聞）
➢ マイクロサービス、サーバーレスでクラウドネイティブで内製開発

Enterprise Day
野村総合研究所 楠理事
三菱東京UFJ銀行 村林専務

NTTドコモ 栄藤執行役員
日本経済新聞社 渡辺執行役員

「クラウドは安いからではなく
企業文化を変えるために使う」
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大手企業が語るAWSの価値

Enterprise Day Executive Track (大手企業トップ向け限定)

◆KDDI様
「KDDIの新規事業 “auでんき”をクラウドスピードでサービスイン」

AWSの環境構築をコード化、柔軟に変更、システム開発を高速化

◆ジャパンネット銀行様
「ジャパンネット銀行におけるクラウド活用への取り組み」
金融機関もコスト削減、一般業務をクラウド化、新サービスに注力

◆キヤノン様
「AWSがもたらす開発部門の変革について」
マネージドサービスを活用、アプリに集中、システム開発を高速化
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システム開発のコアに注力、俊敏化 → クラウドの価値
Copyright © Toshihide Atsumi



クラウドジャーニー：クラウドならではの進化と真価

ITシステムの開発・運用・セキュリティを、
より俊敏に、より楽に、より安心・安全に
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Optimization: 最適化

Migration:移行

Foundation:基盤

Project:プロジェクト

クラウド前提の
ビジネスとシステム

大規模な移行、効果

閉域網、ルール整備
組織、行動の変化

個別案件で成果
Copyright © Toshihide Atsumi



 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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AWS 責任共有モデル
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主要な認証/標準に準拠

SSAE 16/ISAE 3402、SOC1(旧SAS70)、SOC2、SOC3 監査報告書

ISO 27001、 ISO 27017、 ISO 27018、 ISO 9001、PCI DSS Level 1

FISMA moderate、FedRAMP、HIPPA、ITAR、DoD(国防総省暫定認証) 等
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➢米国会計士協会(AICPA)の基準による保証型監査報告の制度

➢SOC2は財務報告向け(旧SAS70)からクラウドに特化した基準

➢重要な統制項目を、専門の監査人が実地で確認した監査報告書

➢半年毎に、繰り返し、継続的に、監査を現地で実施

➢AWSユーザは、NDA締結によりSOC2を受領可能

➢サマリーを記したSOC3は一般公開されています

★ AWSの東京リージョンは、SOC2の対象

SOC2監査報告書とは？

https://aws.amazon.com/jp/compliance/soc-faqs/
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https://aws.amazon.com/jp/solutions/case-studies/enterprise-it/


➢SOC2 監査報告書の基本構成

第Ⅰ章 監査人の意見

第Ⅱ章 受託会社に関する確認

第Ⅲ章 受託会社の内部統制に関する記述

第Ⅳ章 監査が確認した内容と結果

第Ⅴ章 その他の情報(任意)

セキュリティ、可用性、処理の整合性、機密性、プライバシーの

クライテリアから、 受託会社の内部統制に関して、AICPAの原則と基準に
基づき監査

SOC2監査報告書とは？
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➢SOC3は一般公開 (数枚のサマリ)

SOC3監査報告書

http://d0.awsstatic.com/whitepapers/compliance/soc3_amazon_web_services.pdf
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http://d0.awsstatic.com/whitepapers/compliance/soc3_amazon_web_services.pdf


AWSのコンプラインス公開情報

AWSセキュリティ監査のガイドライン ベストプラクティス
AWS コンプライアンス

https://aws.amazon.com/jp/compliance/

クリック
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➢セキュリティはAWSにおいて最優先されるべき事項

テクノロジー、専門組織、プロセスに継続的に投資

➢セキュリティと統制の要求が厳しい企業、組織の 要求を

個別にではなく、ソフトウェアで対応、サービス化

➢これを全てのユーザーに安価に提供、利用料に込み

AWSのセキュリティ、統制
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金融情報システムセンター（FISC）
FINTECH有識者検討会の議論

Ｘ クラウドは不安だからリスク管理を強化する
〇 クラウドを適切に使えば、より安全な仕組みが実現可能

APIによる継続的監査、リアルタイム監査など、オンプレでは実現
が難しいが、クラウドでは容易に実現

AWSの委員からの意見が採用されて、
検討報告書に記載されました。

報告書は6月にFISCから一般公開
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ユーザが語るクラウドの価値

X オンプレの安い早い代替え

〇 システム開発、運用全般に及ぶ機能と価値

〇 開発のスタイル、組織の在り方に及ぶ
〇 IaaS上位のマネージドサービス活用がカギ

ソフトウェア重視、使いこなす技術が求められる



 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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メガバンクが本格的にAWS採用へ

Copyright © Toshihide Atsumi 30

文字通り “クラウドファースト”
http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/news/17/012300193/
http://itpro.nikkeibp.co.jp/atcl/column/14/346926/022400847/



➢社内システムをAWS上に刷新、5年で100億円のコスト削減

・ハード、共通基盤活用による設計も費用低減

・フィンテック分野などで迅速なシステム開発

・従来4か月かかった基盤構築を1か月で行う

・グループ共通のシステム基盤とする

➢共通のクラウド基盤として利用に向けて組織的取組み

・既にグループのIT部署 数百人に対してAWS研修を実施

記事に記されていること
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➢全行共有基盤

➢基本機能サービス

➢ネイティブサービス

➢セキュリティ共通

➢ログと監視

➢構成配備自動化

AWSサミット2017 村林常務基調講演

32Copyright © Toshihide Atsumi

AWSサミット2017 公開資料

https://aws.amazon.com/jp/summit2017-report/details/



クラウドが金融/IT業界を変えている
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ソニー銀行、ジャパンネット銀行に続き、MUFGも情報公開
メガバンクの役員がAWS用語で講演する時代
イベント講演ではクラウド独特の言葉が一般化
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メガバンクAWS全面採用の背景

数年前から準備された国策シナリオ



FINTECH、始まりは米国

➢ 2008年 リーマンショック、エンジニア流出

➢ もともと米国は Unbanked、Underbanked が3割弱(*1)

口座を持てない、サービスを受けられない低所得者層

→ 更に格差拡大、金融機関への不信、反感

➢ 新テクノロジーと、非金融機関のスタートアップ

クラウド、ビッグデータ、IoT、AI
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(*1)米連邦預金保険公社（FDIC）report
https://www.fdic.gov/householdsurvey/2015/2015report.pdf



Cbinsight.com

海外では金融機関を直接脅かしている
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海外では集中的に投資が拡大
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日本におけるFINTECHの動き

➢ 「決済業務の高度化」

・2014～ スタディグループ ⇒ 状況の認識

・2015～ ワーキンググループ ⇒ 課題化

➢ メンバー構成：金融機関、学者、監査法人、FINTECH企業も

・広く公開、傍聴人、資料・議事録公開

➢ 真剣に語られたこと

・クラウド事業者の脅威、技術、開発手法、文化

・欧米中では、各国の当局含めて世界的に推進の動き
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クラウド事業者の脅威、技術、開発手法、文化

39Copyright © Toshihide Atsumi

決済業務等の高度化に関するスタディ・グループ資料より (2014)
金融庁HPにて、全ての審議会・研究会等の資料、議事録が一般公開



金融機関のデジタルイノベーション像
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決済業務等の高度化に関するスタディ・グループ資料より



銀行のビジネスモデル
⇒ ソフトウェア産業化、APIエコシステム化
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決済業務等の高度化に関するスタディ・グループ資料より



金融庁のFINTECHへの動き

42

2014年 決済高度化スタディグループ

2015年 決済高度化ワーキンググループ
➢ 金融・IT融合に対応したイノベーション
➢ 決済サービスの高度化
➢ 決済インフラ５つの改革
➢ 仮想通貨への対応

2016年
「情報通信技術の進展等の環境変化に

対応するための銀行法等の１部を改正する法律案」
国会で可決、成立

FinTech関連施策アクションプラン 発表
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2016年度、一気にFINTECHの動き
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銀行法改正⇒出資、提携
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ウェルスナビ（ロボアドバイザー）

2015年に数人で設立、AWS利用
世界水準の資産運用サービス
スタートアップで金融機関に認定

リリース11ヵ月で2,6000口座

預かり資産150億円を突破

クラウドによる「ITの民主化」

クラウドが実現する「ITの民主化」

柴山 和久CEO

預かり資産
(億円)



FINTECH企業のこれから
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金融庁「フィンテックに関する現状と金融庁における取組み」



Open API による変化
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日本の来るべき姿: APIエコノミーの高度化
「APIはポスト現金社会のATM」
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金融庁 フィンテック・ベチャーに関する有識者会議資料より



米国 Neo Bank事例 Simple
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モバイル中心のサービス、貯金目標アプリなど



英国 Challenger Bank事例 OakNorth Bank
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AWSで勘定系を構築
スタートアップによるスタートアップのための銀行



海外の状況、今後

➢クラウドネイティブのコアバンキング(勘定系)OS

・ThoughtMachine社、元GoogleのPaul Taylor CEO

・Vault OS 数十億の取引をこなすリアルタイム基盤

・ブロックチェーン活用、柔軟でスケーラブル
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https://www.thoughtmachine.net/
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競争力の源、設計、構造解析に、クラウド利用を促進
5月に「CAEクラウド活用ハンドブック」を策定公開

クラウドの特性を念頭に、「導入の手順と視点」を手引化

製造業界、日本自動車工業会でもクラウド利用推進

Copyright © Toshihide Atsumi
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「政府機関向けAWS対応セキュリティリファレンス」公開

政府調達統一基準に準拠したセキュリティ対策を一覧化

公共系でもAWS利用推進の動き
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 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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2012年 re:invent の衝撃 ～自分を変えたもの

➢ 基調講演、re:Inventの名前の由来は「再発明」

・クラウドでエンタープライズシステム

・車輪の再発明は無駄、マネージドサービスを利用

➢現CEO アンディジェシーのキーノート

かつてない異形のITベンダ、異なる常識、行動様式

・従来のITベンダの、高価格、高利益志向と真反対

・中間業者に渡す金はない、全て投資と値下げ

→ これまでのIT事業者には極めて辛い

しかし、確実に顧客の見えざる手は進む
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AWSは、従来のハードベンダ中心のITの在り方を

根底から変える異業種参入ITベンダ

 これまでのITベンダのビジネスモデル

⇒ 高付加価値、高粗利、カスタマイズ、人件費

 AWSのビジネスモデル

⇒ 徹底的な顧客志向、自前のソフト開発

顧客のITの不満、不自由を着実に解決
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クラウド時代に求められるエンジニア

➢ フルスタックエンジニア

・クラウドで抽象化された分、ビジネスに関心が及ぶ

・クラウドのサービスを組合わせる、学びが早い

・原理・原論の知識 セキュリティ、スケール、可用性

・基盤、運用、改善、プロセスをCode で支える
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クラウド時代に求められるエンジニア

➢大手SIerでも「フルスタックエンジニア」部署を創設

・クラウド推進のベストプラクティス

・CoE(Center of Excellence)、PoC(Proof of Concept)の役割

事業部支援クラウドチーム、プロトタイプ開発

・求められるエンジニアは、

＞幅広いＩＴ素養、様々な情報から探す

＞実際に試す ★クラウドだからできる

＞顧客が求めるビジネスの理解
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 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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➢ AWS 世界最大の “学習型イベント”（≠マーケティング）

➢ 年に1回 Las Vegasで開催、2012～2017、今年６回目

➢ 今年は３つのキーノート、1200以上のセッション

➢ 参加者 43,000人、日本からユーザ、SIer が1200名余が参加

➢ 今後のクラウド業界を一新する多数の新サービス発表

AWS re:Invent とは
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参加者数 セッション数 日本から

2012 6,000人 150セッション 80人

2013 9,000人 175セッション 200人

2014 13,500人 273セッション 300人

2015 19,000人 278セッション 400人

2016 34,000人 400セッション 700人

2017 43,000超 1200セッション 1200人

AWS re:invent に集まる人々
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AWS re:Invent 
毎年発表する新サービスは

IT業界に激震を起こしている



➢ 2012年 re:Invent第1回目、S3値下、RedShift

➢ 2013年 Cloud Trail、WorkSpaces → API基盤、SaaS

➢ 2014年 “New Normal”、Aurora、Lambda、ECS

Code3兄弟、KMS、Config、Catalog

➢2015年 “破壊的創造”、”7つの自由”

AWS IoT、Inspector、Config Rule、

Quick Sight、Snowball

AWS re:Invent ちょっと振り返り
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➢ AWS Organization  大手企業のAWS利用管理

➢ AWS Snowmobile エクサバイトデータ移行

➢ AWS Shield マネージド DDoS保護

➢ AWS Batch マネージド バッチ管理

➢ ECS Blox OSS コンテナの管理

➢ EC2 System Manager 構成管理自動化

➢ AWS Step Function ワークフロー管理

昨年、AWS re:invent 2016 が示したもの
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エンタープライズ向け上位マネージドサービスが拡張
SIer、ISVの製品、サービス領域にも続々と越境



➢ Lambda@Edge エッジでコード実行

➢ AWS Greengrass IoTデバイスへのソフト組込

➢ AWS X-Ray APコードからトレース

昨年、AWS re:invent 2016 が示したもの

AWSは顧客が望めば、次々と越境してゆく
2017では更に境界を越境してきた
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AWSがDCから
外に出てきた

アプリケーション
パフォーマンス管理

APM製品領域へ



◆エンタープライズ分野

➢ Amazon Aurora Multi-Master

➢ Amazon Aurora Serverless

➢ Amazon GuardDuty 継続的監視

➢ AWS Systems Manager

➢ Amazon MQ Apache ActiveMQ

➢ AWS Fargate コンテナ運用

◆動画分野

➢ AWS Media Services 動画ビジネス

➢ Amazon Kinesis Video Streams

今年、AWS re:invent 2017 が示したもの
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◆機械学習、音声、翻訳分野

➢ Amazon Rekognition Video 動画認識

➢ Amazon Comprehend 自然言語理解

➢ Amazon Translate 多言語観翻訳

➢ Amazon Transcribe Speech-to-Text

◆基盤分野

➢ EC2 i3.metal ベアメタル

➢ AWS PrivateLink

➢ Direct Connect Gateway

AWS re:Invent 前後で約60の新サービス発表 (以下は主要な項目のみ)



◆エンタープライズ分野

➢ Amazon Aurora Multi-Master

➢ Amazon Aurora Serverless

➢ Amazon GuardDuty 継続的監視

➢ AWS Systems Manager

➢ Amazon MQ Apache ActiveMQ

➢ AWS Fargate コンテナ運用

◆動画分野

➢ AWS Media Services 動画ビジネス

➢ Amazon Kinesis Video Streams

今年、AWS re:invent 2017 が示したもの
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◆機械学習、音声、翻訳分野

➢ Amazon Rekognition Video 動画認識

➢ Amazon Comprehend 自然言語理解

➢ Amazon Translate 多言語観翻訳

➢ Amazon Transcribe Speech-to-Text

◆基盤分野

➢ EC2 i3.metal ベアメタル

➢ AWS PrivateLink

➢ Direct Connect Gateway

AWS re:Invent 前後で約60の新サービス発表 (以下は主要な項目のみ)

エンタープライズ向け
上位マネージドサービスが次々と拡張
SIer、ISVの製品、サービス領域にも

続々と越境



今年、AWS re:invent 2017 が示したもの
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◆全く新しい分野

➢AWS Cloud9 初のクラウドネイティブIDE統合開発環境

➢Alexa for Business Alexaのビジネス利用、会議システムなど

➢Amazon Sumerian VR/AR/3Dコンテンツ開発

➢AWS WAF WAFにパートナがルール提供

➢AWS DeepLens 深層学習ビデオカメラデバイス

➢Amazon SageMaker 開発者向け深層学習モデル開発環境

➢Amazon Neptune グラフDBサービス



今年、AWS re:invent 2017 が示したもの
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◆全く新しい分野

➢AWS Cloud9 初のクラウドネイティブIDE統合開発環境

➢Alexa for Business Alexaのビジネス利用、会議システムなど

➢Amazon Sumerian VR/AR/3Dコンテンツ開発

➢AWS WAF パートナルール提供

➢AWS DeepLens 深層学習ビデオカメラデバイス

➢Amazon SageMaker 開発者向け企画学習モデル開発環境

➢Amazon Neptune グラフDBサービス

✓ 既存ITベンダ、IT製品領域に続々と越境
Alexa for Business(会議), Sumerian(VR,AR),WAF

✓ インフラ基盤からコード開発～最強RDB～監査全域へ
Cloud9, Aurora Multi-Master, GuardDuty

✓ 機械学習の新段階 ⇒ デバイスからモデル開発迄網羅
DeepLens, SageMaker(開発), Comprehend(理解)



バークレイズ銀行のセッション
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マルチクラウド、クラウドブローカーの検討は意味がない

クラウドの意味がなくなる。クラウドネイティブがAWSの価値
監査まで一気通貫でやれるのがクラウド。⇒MUFGもほぼ同じ考え



DeepLens 世界初の深層学習ビデオカメラ
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➢米Amazonで予約開始

来年4月から出荷

➢10分でセットアップ



DeepLens ワークショップ
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➢Greengrass Core内蔵

➢クラウド側でBigdata学習、
Device側で画像認識実行



DeepLens ワークショップ
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➢ AWS IoT、Lambda、Greengrass、新発表の Amazon SageMaker等で構成
➢ ワークショップは2時間、チュートリアルに従い深層学習モデルを開発



DeepLens ワークショップ

Copyright © Toshihide Atsumi 73

➢ クラウド側で画像学習し、その学習済みデータからデバイス側で動画を判定
➢ HotDog実物をリアルタイムで認識、逐次判定を表示
➢ 例えば、判定した画像から、Lambda で通知、IoT制御などが可能



個人的に感じた、re:Invent 2017 のポイント

➢個人的には、第１回目 re:invent に次いで感動

➢クラウドでしかできないイノベーションの段階へ

AWSしかできない、サービス領域拡大

画像、音声認識＋AIを、一般ユーザが容易に利用

➢ 数年後、きっと 2017 re:invent を振り返ると

AWS re:invent の発表はIT業界を変える
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唐突ですが、私のイメージ
「2001年宇宙への旅」のコンピュータ
人と会話し見える動きを認識する
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これを実現するのは
おそらく、クラウド
＋開発エコシステム



 クラウドの進化と真価 ～インフラを越えるもの

 クラウドのセキュリティと統制

 メガバンク、クラウド移行の背景 ～官民の動き

 AWSはかつてない異形のITベンダ

 re:Invent が毎年IT業界を揺り動かす

 AI音声アシスタントの世界

今日、お伝えしたいこと
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クラウドで変わる音声AIアシスタントサービス
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➢招待制で11月15日から発売、大手企業から一斉にサービス提供

Alexa日本リリース発表！
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➢ LINE、 Google 10月に日本本格販売開始

➢Amazon Alexa 招待制で11月から販売開始

➢大手企業など100社以上が一斉に日本語サービスを提供

以前からエンドユーザでは極秘ベースで日本語アプリの開発

SIer大手から中小まで、開発企業が一斉に開発発表

これまでの re:Invent に参加していればだれもが想定

➢三菱東京UFJ(銀行、証券、信託）じぶん銀行、みずほ銀、

三井住友銀行、NHK、TBS、NTTドコモ、クックパッド、

JR、JAL、全国タクシー、日経、朝日新聞、東急ハンズ等

➢おそらく世界でも、エンタープライズアプリは最も普及の見込

AIスピーカー 最新動向
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クラウドで
日本をイノベーション
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